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ツ ベ ル ク リ ン 反 応 判 定 標 準 に 関 す る 研 究

第8報 ヒストプラス ミン反応施行局所のツベルクリン反応

発現様相 に及ぼす影響

小 林 啓 ・ 村 井 章 悟

日本大学窪学部公衆衛生学教室

受 付 昭 和55年1月12日

Iま え が き

ツベルクリン反復注射局所の皮膚のその反応性の変調

に関して すでに柳沢1),小 池2},鈴 木5)4),益 子5),

池上6)お よび寺田7)ら が報告 している。野辺地 ら8)～

10)は 本現象が一般免疫反応における促進反応の一種で

あり,反 応の発現が時間的に促進されるだけでな く,同

時に反応強度 も増強されるものであることを指摘 してい

る。しかし,本 現象は鈴木3),本 沢11)ら が報告してい

るごとく,ツ ベルクリン注射局所に限局している点が一

般免疫反応 と異なる特性であると考えられる。

以上のごときツベルクリン反応反復部位の変調性はツ

ベルクリン液特異のものであり,は たして他の皮内反応

によって影響 され ることはないであろうか。実際上,諸

種の皮内反応検査が行なわれ る場合を考慮すれば問題 と

なってくることである。そこで今回われわれは,促 進反

応発現部位における皮膚のその反応性の変調の特異性な

らびに非特異性に関する研究の一端 として,アレ レギー

皮内反応の一種であるヒス トプラス ミン反応施行部位で

はツベルクリン反応性に どのような変化が 認められる

か,ツ ベルクリン反応反復施行部位のそれ と比較検討を

行なってみた。

II研 究 方 法

1.研 究対象

目大病院附属看護婦学校生徒第1学 年16名(15～

19才)全 員を対象 とした。

2.研 究方法

i)ツ ベルクリン液およびヒス トプラス ミン液(以 下

「ヅ」液および 「ヒ」液 と略す)

使 用した 「ツ」液は昭和33年 度文部省試験科学研究

費 「ツ」反応研究委員会か ら協同研究用として配布 され

た結研製2,000倍 お よび700倍 「ツ」液であ り,「ヒ」

液はW.H.O.のPalmerか ら分与 されたLot No. H.

42 100倍 「ヒ」液である。

ii)実 験期 日および注射方法

第1回 目の実験期 日は昭和33年9月11日 で,対

象全員(16名)の(注 射部位は図1に 示す)左 前腕A

部位(「 ツ」 反応常用 部位)な らびに 右前腕D部 位

(「ツ」反応初回部位)に それぞれ2,000倍 「ツ」液,

右上腕F部 位(「 ツ」反応初回部位)に700倍 「ツ」

液および左上腕E部 位(皮 内反応初回部位)に100倍

「ヒ」液を0.1mlず つ型のごとく皮内注射した。

そして第2回 目の 「ツ」反応検査は6ヵ 月後の昭和

34年3月24日 に行なった。そのさい行なった注射部

位は前回と全 く同様,A,D,Eお よびF部 位の4ヵ

所であ り,「ツ」液は第1回 目の実験のさいに使用した

2,000倍 「ツ」液 と同一Lotの ものである。なお,注

射器は0.01mlま で 目盛ってある全量が0.5mlの 精

密なツベルクリン研究用注射器を使用し,注 射針および

シンメルブッシュのいずれも使用液によ り区別 し,本 研

究専用とした。

図1皮 内反応施行部位

3.観 察方法

反応の観察 は注射後6時 間,24時 間,48時 間 およ

び4日 目の4回 に わたって行なった。観察方法は発

赤,硬 結,二 重発赤,水疱 および壊死を測定の 示標 と

し,ス ライディングキャリーパーにて計測を行なった。

なお,「 ツ」反応の記載は従来通 り柳沢1)の 「ツベル
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クリンの記載方法」を採用したが,「 ヒ」反応の記載形

式 もこれに準拠した。

III研 究 成 績

1)各 部位の第2回 目の 「ツ」反応判定値の経時的

推移

A,D,Eお よびF部 位の 「ツ」反応 判定値の経

時的推移は表1に 示す ごとくA,Dお よびF部 位

ではほとんどその陽性率の経時的推移に差異が認め られ

ず,注 射後6時 間目にすでに48時 間値 と全 く等しい

か,そ れに近い成績を示し,前 回 「ヒ」液を注射したE

部位の 「ツ」反応陽性率の経時的変化に比較し,明 らか

に 「ツ」液の反復注射局所の 皮膚に変調性が 認め られ

た。

表1 A,D,Eお よびF部 位の各判定時に

おける 「ツ」反応判定値の経時的推移

(人員16名)

2)第1な らびに第2回 目の 「ツ」反応検査時の各

部位における発赤径ならびに硬結径平均値の経時的推移

第1回 目に おける 「ツ」および 「ヒ」反応の 発赤径

の経時的推移は図2に 示す ごとくであった。 すなわち

A部 位(「 ツ」反応常用部位)で は注射後6時 間目が

もっとも大 きく,時間の経過 とともに減少の傾向を示し,

明 らかに 「ツ」液の反復注射局所の変調性(促 進反応)

が認め られた。 しかし,Dな らびにF部 位(「 ツ」

反応初回部位)の2,000倍 な らびに700倍「 ツ」液に

よる発赤径平均値のそれぞれの曲線はいずれも48時 間

値を最大 とする正常の 「ツ」反応の経過を示していた。

さらにE部 位に おける 「ヒ」反応の それは6,24お

よび48時 間目のいずれ もほとんど発赤径 平均値が5

mm程 度の等値を示し,4日 目にいたり漸減す る弱反応

を呈 した。なお 「ツ」反応の硬結径の経時的推移は発赤

径を示標 とした場合 と全 く同様の所見であったが,「 ヒ」

反応では硬結を示したものが認め られず,す なわち本対

象では陽性が1例 も存在しなかった。 よって今回の所

見は非特異反応の推移を示す ものと推定される。

図2 A,Dお よびF部 位の 「ツ」反応ならび

にE部 位の 「ヒ」反応の 発赤径 平均値の

経時的推移(第1回 目)(人 員16名)

以上のごとき所見が認められたA,D,Eお よびF

の4部 位に約6ヵ 月後,第2回 目の 「ツ」 反応検査

を型のごとく行ない,そ の発赤径な らびに硬結径の経時

的推移にどの程度前回の影響が認め られるか観察 した次

第であるが,そ の成績は図3な らびに図4に 示すごと

くであった。すなわち,2,000倍 「ツ」液による発赤径

平均値の経時的推移はA部 位(「 ツ」反応検査 常用部

位であ り前回2,000倍 「ツ」液注射部位),D部 位(前

回2,000倍 「ツ」 液注射部位)お よびF部 位(前 回

700倍 「ツ」液注射部位)で は注射後6時 問目に すで

にその平均値は20mm以 上に達 し,24時 間 目には最

大 となり,48時 間 目にはかな り減少する傾向が認め ら

れ,前 回の 「ツ」反応検査成績に比較すると,今 回は6

お よび24時 間値が 明 らかに 大きくなって いるのに反

して,E部 位(前 回100倍 「ヒ」液注射部位)の その

発赤径平均値は24時 間値で最大 とな り,48時 間値で

はやや減少の傾向が うかがえるが,ほ とんど正常の「ツ」

反応の経過を示した。

次に硬結径平均値の経時的推移は図4に 示 され るご

とく,E部 位では48時 間値を最大 とす る正常の 「ツ」

反応の 経過を 示したのに,A,Dお よびF部 位では

6時 間目にすでに著明な腫脹が発現し,24時 間値で最
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大 とな り常法の判定時である48時 間にはかな り著しく

減少することが認め られ,硬 結径を示標 とした場合には

発赤径の場合よ りもきらに著明に促進反応が発現するこ

とが知 られた。

図3 A,D,Eお よびF部 位の 「ツ」反応発

赤径平均値の経時的推移(第2回 目)

(人員16名)

図4 A,D,Eお よびF部 位の 「ツ」反応硬

結径平均値の経時的推移(第2回 目)

(人員16名)

3)各 部位の 「ツ」反応発赤の色調およびその濃度の

経時的推移

A,D,Eお よびF部 位に おける発赤の色調の経

時的変化は表2に 示すごとくで,E部 位では6,24お

表2 A,D,Eお よびF部 位の各判定時における 「ツ」反応発赤の色調の経時的推移

(人員16名)

よび48時 間目の いずれに おいて もH(鮮 紅色)に 属

するもののみで,4日 目にいたりはじめてD(暗 赤色)

に属するものが現われている。すなわち,発 赤の色調を

観察示標 としてもE部 位では,反 復注射に基づ く促進

反応が認め られなかった。

しか るにA,Dお よびF部 位では48時 間目には

すでにD(暗 赤色)に 属す るものが31.3%,31.3%

および18.7%発 現 してお り,3部 位の 「ツ」 反応性

はE部 位に比較 しやや促進 されている傾向が うかがわ

れた。
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表3 A,D,Eお よびF部 位の各判定時における 「ツ」反応発赤の濃度の経時的推移

(人員16名)

次 に発赤の濃度の経時的変化について観察してみたが

表3に 示すごとく,上 記3部 位(前 回 「ツ」反応施行

部位)は 「ツ」 注射後6時 間目 にすでに3.に 属する

強度の反応様相を示す ものが約70～)80%を 占め,E

部位(前 回 「ヒ」反応施行部位)で のそれが約10%で

あ るのに比較し,反 応が早期に強 く発現することが知 ら

れた。しかし,発 赤濃度を示標 とする24時 間以後のそ

の経時的推移は4部 位 ともほとんど等しく注射後24時

間目に3.に 属するものが最大 とな り以後漸次減少する

傾向が観察された。

IV 総 括

資大病院附属看護婦学校生徒16名 を対象とし,両 側

前腕および 上腕の4部 位に 「ツ」液 および 「ヒ」液を

型のごとく皮内注射 し,6ヵ 月後の 「ツ」反応発現様相

について観察した結果次のごとき成績を得た。

前回 「ツ」反応施行部位,す なわち,既 往歴 として,

2,000倍 「ツ」液1回 注射部位(右 前腕D部 位),そ

の反復注射部位(左 前腕A部 位)お よび700倍 「ツ」

液1回 注射部位(右 上腕F部 位)に おける6ヵ 月後

の 「ツ」反応性はその発赤径,色 調,濃 度および硬結を

示標 とすれば,「 ツ」反応初回施行部位に比較しかなり

の変調性が認め られた。 これは先に教室の池上6),寺

田7)ら が報告した所見と全く一致するもので ある。 し

かし,100倍 「ヒ」液1回 注射'部位(左 上腕F部 位)

で はほとんどその 反応性に変化が認め られず,正 常の

「ツ」反応にみ られるごとき経時的推移を示 した。換言

すれば今回の実験条件における上記諸示標の観察成績か

らは観察 しうる程度の 「ツ」反応性の変化を認めえなか

つた。

終 りに本研究を終始御指導下 さった野辺地慶三先生に

深 く感謝いたします。なお本研究は文部省試験科学研究

費に負 うもので深謝いたします。

本論文の要旨は第53回 生物統計学会にて発表 した。
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